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半　　  導体がなければ、現代の暮ら
　　  しはなかった!? あらゆる電子
機器は半導体が制御している。
　
ーー先生が研究されている半導体の話題は、最近
　　よく耳にします。半導体とはどんなもので、なぜ
　　注目されているのか、教えてください。
　

　半導体とは、電気を流す「導体」と、電気
を流さない「絶縁体」の中間の性質を持つ
材料のことです。純粋な結晶のままではほ
とんど電気を流しませんが、不純物を混ぜ
ると電気が流れるようになります。注目す
べきは、加える不純物によってプラスの電
荷、マイナスの電荷が多い材料をそれぞれ
作り分けられるということです。これらを
結合させると、電圧をかける向きに
よって電気の流れを制御する素子
ができ、この半導体素子で回路を
作ることで、さまざまな電子デバイ
スが実現できるようになるのです。
　半導体の集積回路（IC）は、ス
マートフォンや家電、蛍光灯に至る
まで、身の回りのあらゆる電子機
器に使われていて、現代の暮らし
を支えています。
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　　  には見えない微細な世界で
　　  繰り広げられる、技術競争。
その拠点が千歳にやってくる！
　
ーー半導体の工場が千歳市に。どんなことが期待
　　されますか？
　
　現在、集積回路は複雑化し、数センチ角のICチッ
プに半導体素子が何十億個も配線されています。
素子の微細化も求められており、世界では3ナノメー
トル世代の素子を加工する技術が確立されていま
す（1ナノメートル＝0.000001ミリメートル）。千歳
市に工場を建設予定の半導体メーカー「Rapidus
株式会社」は、次世代とされる2ナノメートル世代
の素子を量産することを目指していて、実現すれば
世界をリードする存在になるでしょう。また、半導
体の研究機関も立ち上がるため、国際的な開発拠
点になることが期待されています。国内外の技術
者が集えば、情報が集まり新しい流れが生まれる
はずです。研究者として一緒にものづくりをする機
会が増えることを期待しています。

エネルギーの更なる高効率利用を目指し、

理論と実験の両面から半導体素子の実体を探る。

分からないから、面白い。

研究室

目

ーーごく小さな半導体が電力変換まで
　　担っているとは驚きです。実験を進め
　　るのも難しいのではないですか？
　　
　そうですね。理論に基づいてシミュレー
ションしてから実験に臨みますが、予測通
りになることはほとんどありません。実験
結果と理論を対比させながら、いかに現
実に落とし込めるかという点を常に念頭に
置いています。シミュレーションを重ねモ
デル化ができれば、半導体デバイスの効

率的な設計にも寄与できると考えています。
　また、発電用の新しい材料についても研究を進
めています。温度差で電気を生み出すことのできる
材料を用いた「熱電発電」というもので、人工衛星
では電源の熱と宇宙空間との温度差で発電するな
ど、実用化が進んでいます。ただ、この材料が希少
だったり、環境負荷が大きかったりするため、一般
には普及していません。そこで、いくつかの研究機
関と共同で、土の中に含まれる天然鉱物の中に良
い材料がないかと探索し、実験しています。土から
発電の材料を作ることができれば、資源のない国
でもエネルギーを生み出せる。とてもロマンのある
研究です。

ーー土から電気が作れる！夢が広がりますね。
　　
　研究テーマを自由に設定できる本学だからこそ
挑戦できる研究だと思います。半導体もそうです
が、研究内容が高度になればなるほど、資金や資
源が必要になるので、仲間を増やし大きなプロジェ
クトとして取り組んでいきたいと思っています。

ーー最後に、半導体研究の魅力を教えてください。
　　
　最先端の半導体素子はナノスケールの微小な
領域で電荷を制御します。その動作をよく調べてい
くと、従来の理論では説明できない最先端の物理
が発見され、それが新たな応用につながることも
あります。学生のころ、「これからナノテクノロジーが
来るぞ」という時代からこの分野に携わっています
が、やればやるほど、分からないことが増えていく。
そこが面白くて、今でも研究を続けています。大き
な発展の余地が残っていることが、この分野の魅
力だと思います。
　電子機器がここまで進歩したにもかかわらず、技
術開発はとどまることを知りません。世界的に見て
もこれほどの成長産業は稀ですし、産業構造全体
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　　 ネルギーを無駄なく、効率よく
　　使うために。半導体研究はエ
ネルギー問題解決にも寄与！
　
ーー先生はどのような研究をしているのですか？
　
　研究テーマは、エネルギーの高効率利用に向け
た半導体材料・素子の研究です。電気エネルギー
は、どのように発電するかに加え、発電したエネル
ギーをいかに効率よく使うかということも重要です。
電気エネルギーは、機器に合わせて電圧や電流の
向きなどを変換して使っていて、その電力変換を担
うのが、半導体です。また、PCやスマートフォンなど
のデータ処理を担っているメモリやCPUも半導体
素子による集積回路（IC）です。半導体素子は人間
の目には見えないサイズのため、その内部で電子が
どのように振る舞っているのか、正確には実はまだ
分かっていないことも多いのです。その振る舞いを
理解し、より効率よく素子を動作させるための設計
に向けて、理論と実験の両面から研究しています。

エ

を見れば、半導体メーカーだけでなく、半導体製造
の各工程に装置メーカーがあるなど、裾野の広い
産業でもあります。専門知識を身につければ、各企
業の技術がどれほどのものなのかを実感すること
ができるようになり、ますます世界が面白く見えて
きます。学生にはそういった目を養って、将来の道を
選んで欲しいと思っています。

▲分子線ビームエピタキシー装置（MBE）
　原子層レベルで成膜ができる装置。

▲12インチウエハ対応プローバー
　半導体ウエハ上の素子や回路の電気的特性を
　評価するための装置。

「ロボットトライアスロン2023」で 
機械工学科の学生グループ

  が優勝しました！

詳しくは
こちらをご覧ください

大学祭で
プロジェクトFが『ロコモ予防教室』

を開催しました！

詳しくは
こちらをご覧ください

イオンモール発寒で
まちかどキャンパス

「いのちのエンジニア  
 臨床工学技士の世界」

を開催しました。

詳しくは
こちらをご覧ください
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